
社
会
の
変
化
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
良
さ
を
生
か
し
て
働
い
て
い
く
た
め
に
、

高
校
は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
３
校
の
事
例
か
ら
探
り
ま
す
。

「
自
分
に
と
って
の
働
く
」を
考
え
る
高
校
事
例

〝
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
〞と
い
う
ス
ク
ー
ル
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
て
い
る
白
根
高
校
。「
幸
せ
」と
い
う

意
味
と
同
時
に
、図
１
の
よ
う
に「H

ealthy

」

「A
ctive

」「P
ositive

」「P
ow
erful

」

「Y
ourself

」の
頭
文
字
を
つ
な
げ
た
Ｈ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｙ
で
も
あ
る
。特
に「（B

e

）Yourself

」が

表
す
「
自
分
ら
し
さ
を
活
か
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
」を
願
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
。「
自
分
ら

し
さ
」と
は
、人
が
自
分
の
役
割
を
果
た
し

て
活
動
し
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
、つ
ま
り

「
働
く
こ
と
」を
通
し
て
表
現
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

２
０
２
０・２
０
２
１
年
度
に
は
山
梨
県
の

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
実
践
研
究
校
」の
指
定

を
受
け
、「〝
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
〞自
分
ら
し
さ
を
活

か
し
た
人
生
を
め
ざ
し
て
」と
い
う
主
題
で

研
究
を
実
践
。
こ
の
取
組
は
文
部
科
学
省
の

「
第
14
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
教
育
委
員
会
、

学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
等
文
部
科
学
大
臣

表
彰
」の
表
彰
校
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。

　

取
組
の
背
景
に
は
、同
校
の
生
徒
が
大
人

し
く
て
真
面
目
な
一
方
で
、高
校
入
学
ま
で

に
リ
ー
ダ
ー
経
験
な
ど
が
少
な
く
、自
己
肯

定
感
が
低
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

「
高
校
で
自
分
の
殻
を
破
り
た
い
と
考
え
て

い
る
生
徒
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

女
子
生
徒
が
や
り
た
い
活
動
の
人
気
ナ
ン
バ

ー
１
が
生
徒
会
活
動
で
す
。
自
信
を
も
っ
て

人
前
に
立
て
る
力
を
つ
け
た
い
と
い
う
意
欲

の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
」（
中
村
千
尋
校
長
）

「
こ
う
し
た
生
徒
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ

に
つ
い
て
意
識
さ
せ
る
こ
と
、生
徒
自
身
が

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
う
え
で
、学
校

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
つ
な
が
り
の
あ
る

も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き

ま
し
た
」（
進
路
指
導
研
究
係
主
事
の
秋
山

香
江
先
生
）

　

自
分
の
殻
を
破
り
、｢

幸
せ｣
と
い
う
極
め

て
個
人
的
で
抽
象
的
な
目
標
に
向
か
っ
て
、

生
徒
た
ち
が
何
を
ど
う
目
指
せ
ば
よ
い
か
。

悩
ん
だ
秋
山
先
生
は
、慶
應
義
塾
大
学
の

前
野
隆
司
教
授
の
幸
福
に
関
す
る
研
究
と

「
幸
せ
」と「
自
分
ら
し
さ
」を

ス
ク
ー
ル
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

幸
せ
因
子
を
言
語
化
し
て

生
徒
の
目
標
を
可
視
化
す
る

取材・文／長島佳子

ス
ク
ー
ル
ス
ロ
ー
ガ
ン〝
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
〞を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
落
と
し
込
み

自
分
ら
し
さ
を
活
か
し
た
人
生
を
め
ざ
す

白
根
高
校
（
山
梨
・
県
立
）

白根高校のキャリア教育の概要

体も心も健康で、人間関係も健全であること
体も頭も元気で活発であること
前向きで、積極的であること
たくましく、協働できること
自分らしさを活かした人生を送ること

“HAPPY”自分らしさを
活かした人生をめざして

クロスカリキュラム
“HAPPY”をテーマに幸
福について、複数の教科・
科目の視点で多角的に考
え、自分ごととして理解し、
その実現のために主体的
に動き始める

インターンシップ
事前学習、実施、報告会を通し
● 働くことの意義や目的、職業
についての理解を深める
● 自己を見つめ進路目標を明
確にし、学習意欲を高める

「キャリア・幸せ因子」に関するアンケート

目
的

取
組

確
認

スクールスローガン

キャリア教育の主題
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出
合
う
。
前
野
教
授
の
提
唱
す
る
〝
幸
せ
の

４
つ
の
因
子
〞を
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
入

れ
、そ
の
質
問
の
提
示
自
体
で
生
徒
に「
幸

せ
と
は
」を
考
え
さ
せ
、か
つ
振
り
返
り
で
自

分
の
成
長
を
測
れ
る
よ
う
に
し
た
。

〝
幸
せ
の
４
つ
の
因
子
〞と
は
、つ
な
が
り
と

感
謝
を
示
す「
あ
り
が
と
う
！
」因
子
、前
向

き
と
楽
観
を
示
す
「
な
ん
と
か
な
る
！
」因

子
、独
立
と
マ
イ
ペ
ー
ス
を
示
す
「
あ
な
た
ら

し
く
！
」因
子
、自
己
実
現
と
成
長
を
示
す

「
や
っ
て
み
よ
う
！
」因
子
だ
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
で
育
成

す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
基
礎
的
汎
用
的
能
力

に
関
す
る
項
目
と
、幸
せ
の
４
因
子
に
関
す

る
項
目
に
つ
い
て
、合
計
22
問
の
設
問
に
対

し
て
自
分
の
状
況
を
「
非
常
に
当
て
は
ま

る
」か
ら
「
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
」ま
で
５

段
階
で
回
答
す
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
（
30

ペ
ー
ジ
の
図
２
）。高
校
入
学
時
の
１
年
生
の

６
月
、１
年
生
終
了
時
の
３
月
、２
年
生
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
後
の
９
月

の
、計
３
回
で
生
徒
の
変
化
を
測
っ
て
い
る
。

「〝
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
〞自
分
ら
し
さ
を
活
か
し
た

人
生
を
め
ざ
し
て
」を
主
題
に
掲
げ
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
は
、ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
二
本
柱
で
進
め
ら
れ
て
い
る

（
図
１
）。以
下
、二
本
柱
の
取
組
の
詳
細
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
く
。

　

ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、〝
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ

（
幸
せ
）〞を
テ
ー
マ
に
複
数
の
教
科
・
科
目
で

授
業
を
行
う
。

　

例
え
ば
、家
庭
科
で
は
、自
分
の
幸
せ
に

必
要
な
も
の
を「
地
位
財
・
非
地
位
財
」（
経

済
学
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ラ
ン
ク
が
提
唱
。
他

人
と
の
比
較
で
満
足
を
得
る
も
の
を「
地
位

財
」、他
人
と
の
相
対
比
較
と
は
関
係
な
く

幸
せ
が
得
ら
れ
る
も
の
を
「
非
地
位
財
」と

定
義
）に
分
類
す
る
授
業
、国
語
科
で
は
ス

ク
ー
ル
ス
ロ
ー
ガ
ン
か
ら
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

考
え
る
授
業
、情
報
科
で
は
、「
学
校
の
Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｙ
な
と
こ
ろ
」を
見
つ
け
て
話
し
合
う

授
業
な
ど
だ
。
幸
せ
に
つ
い
て
、複
数
の
教

科
・
科
目
の
視
点
で
多
角
的
に
考
え
、生
徒

た
ち
が
自
分
ご
と
と
し
て
理
解
し
、そ
の
実

現
の
た
め
に
主
体
的
に
動
き
始
め
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

「
全
教
員
の
指
導
案
は
共
有
フ
ォ
ル
ダ
ー
で

参
照
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
家
庭
科

の
授
業
の
内
容
を
国
語
科
で
活
用
し
た
り
と
、

教
科
を
越
え
て
参
考
に
し
な
が
ら
授
業
を
設

計
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
秋
山
先
生
）

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
白
根
高
校
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
核
と
位
置
づ
け
ら
れ
、２
年
生
全

員
が
地
元
の
事
業
者
で
職
業
体
験
を
す
る
。

２
０
０
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
歴
史
あ
る
取

組
で
、コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
２
０
２
０
年
度

は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
の
、２
０

２
１
年
度
は
全
員
の
受
け
入
れ
先
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
生
徒
が
目
的
意
識

を
も
っ
て
取
り
組
み
、経
験
を
自
分
ご
と
化

す
る
た
め
に
、事
前
学
習
か
ら
事
後
の
報
告

会
ま
で
丁
寧
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し
て
い
る

（
左
の
写
真
）。

　

事
前
学
習
で
は
、１
年
時
に「
地
元
の
企

業
を
知
る
」ワ
ー
ク
を
実
施
。
来
校
し
た
10

企
業
か
ら
各
生
徒
が
３
企
業
を
選
ん
で
話

を
聞
き
、自
分
が
ど
ん
な
企
業
に
興
味
を
も

て
る
か
を
考
え
る
。「
分
野
別
職
業
人
講

話
」で
は
17
分
野
か
ら
２
分
野
の
話
を
聞
く
。

少
人
数
制
の
座
談
会
方
式
で
、生
徒
た
ち
が

知
り
た
い
こ
と
を
質
問
し
や
す
い
形
式
に
し

て
い
る
。
２
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
講
座
を
実
施
。
昨
年
度
は
東
京
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
講
師
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
講
習
を
受
け
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
７
月
下
旬
の
３
日
間

行
わ
れ
、２
０
２
１
年
度
は
44
企
業
で
１
２
７

名
の
生
徒
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
。コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
直
前
で
受
け
入
れ
中
止
の
申
し
入

れ
が
あ
る
な
ど
、必
ず
し
も
全
生
徒
が
希
望

通
り
の
業
種
・
職
種
で
は
体
験
で
き
な
か
っ
た

が
、そ
れ
で
も
多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
。

「『
働
く
』と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
を
自
分
の
目
で
見
て
く
る
こ
と
が
重

一つ
の
テ
ー
マ
を
複
数
教
科
の

視
点
で
多
角
的
に
学
ん
で
い
く

事
前
事
後
の
学
び
ま
で
丁
寧
に

設
計
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

1941年創立／普通科／生徒数380名（男子163名、女子217名）、 全日制普通科高校。普通科高校として
は山梨県内で初めて、2004年から２年生のカリキュラムにインターンシップを取り入れた。2021年度よりコミュ
ニティスクールとして地域連携を促進している。

学校データ

【インターンシップの流れ】

全員がポスターで自分の体験をまとめ、各クラスの
代表が1年生に向けて「インターンシップ説明会」と
いう形式で報告を行った。

10企業のブースから生徒が３企業を選んで話を聞く
「地元の企業を知る」（上）。「分野別職業人講話」
（下）は座談会方式で進められた。

校長 中村千尋 先生（左）、
進路指導研究係主事（取材時） 秋山香江 先生（右）

2年生の全生徒が44企業で
実施。一人で行く生徒もいた
が、緊張しながらも自分に課せ
られたことをやり遂げ、企業か
ら良い評価を得たことが自信
につながっていた。

事前学習

インターンシップ実施

報告会
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いま、「働く」をどう考えるか
「自分にとっての働く」を考える高校事例



要
で
す
。
希
望
の
職
種
と
は
違
っ
て
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
大
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
も
っ
て
働
い
て
い
る
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
、共
に
働
い
て
み
る
こ
と
で
、自
分

が
将
来
働
く
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
感
じ
に

な
る
か
を
想
像
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
か
ら

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は『
働
く
』を
自

分
ご
と
に
す
る
う
え
で
非
常
に
役
立
つ
と
考

え
て
い
ま
す
」（
秋
山
先
生
）

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
後
は
毎
年
報
告
会
で

振
り
返
り
を
す
る
が
、昨
年
度
は
単
な
る
報

告
で
は
な
く
、「
１
年
生
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
説
明
会
」と
し
た
。

「
発
表
会
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
段
階
で
、自
ら

の
体
験
を
周
り
に
伝
え
よ
う
と
客
観
視
で
き

ま
す
。ま
た
、そ
れ
を
他
者
の
役
に
立
て
る
と

い
う
意
味
付
け
を
し
ま
し
た
」（
中
村
校
長
）

　

自
分
の
体
験
が
１
年
生
の
役
に
立
ち
貢

献
で
き
る
こ
と
で
、自
己
肯
定
感
の
醸
成
に

も
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　

一
連
の
取
組
を
経
た
生
徒
た
ち
の
変
化

は
、図
２
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
変
遷
か
ら

見
て
と
れ
る
。
ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記

述
に
表
れ
た
生
徒
た
ち
の
声
か
ら
は
、自
分

を
客
観
視
し
、将
来
の
進
路
を
考
え
る
意
欲

が
高
ま
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

デ
ー
タ
で
は「
課
題
対
応
能
力
」と「
あ
な

た
ら
し
く
！
」因
子
が
顕
著
に
伸
び
て
い
る
。

「
あ
な
た
ら
し
く
！
」因
子
の
設
問
は「
自
分

と
他
人
を
あ
ま
り
比
べ
な
い
ほ
う
だ
」と「
他

人
に
何
と
思
わ
れ
よ
う
と
も
、や
る
べ
き
だ

と
思
う
こ
と
は
や
る
べ
き
だ
」の
２
問
。「
幸

せ
」に
つ
い
て
考
え
る
授
業
や
職
業
体
験
、ア

ン
ケ
ー
ト
で
の
振
り
返
り
を
通
し
て
、生
徒

た
ち
が
自
分
ら
し
さ
を
活
か
そ
う
と
一
歩

を
踏
み
出
し
始
め
た
証
し
だ
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
後
に
下
降
し
た
項
目

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
社
会
の
厳
し
さ
を

知
っ
た
気
づ
き
だ
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
以
前
か
ら
本
校
の
生
徒
は
、イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
て
自
分
ら
し
さ
を
見

出
し
て
い
く
傾
向
が
高
い
で
す
。
成
績
の
良

い
生
徒
が
大
学
で
は
な
く
専
門
学
校
を
選

択
し『
大
学
に
行
く
こ
と
が
最
善
策
で
は
な

い
』と
考
え
る
な
ど
、自
分
に
と
っ
て
何
が
大

事
か
を
考
え
た
進
路
選
択
が
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
」（
秋
山
先
生
）

「
県
内
進
学
者
や
、そ
の
先
の
進
路
も
県
内

就
職
者
が
多
い
こ
と
が
本
校
の
特
徴
で
も
あ

り
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
地
域
社
会
で

生
き
て
い
く
社
会
人
と
し
て
の
足
場
と
な
り
、

社
会
に
出
た
と
き
の
自
分
の
像
を
可
視
化

で
き
る
体
験
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」（
中
村
校
長
）

　

多
角
的
な
取
組
と
社
会
で
の
実
体
験
に

よ
り
、同
校
の
生
徒
た
ち
は
自
分
に
と
っ
て
の

〝
幸
せ
〞と
は
何
か
と
向
き
合
い
な
が
ら
進
路

選
択
に
臨
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

● 1年生のときよりも進路について考える
ことが増えて、自分の進みたい道も少し
ずつ決まっていきました。これからも真剣
に考えてがんばっていきたいです。

● アンケートを通して今の自分を見つめな
おすことができたと思う。

● 苦手なことにもチャレンジしてがんばっ
ていきたい。

● 進路について調べるようになり、目標を
立てて行動できるようになっている。

● 課題対応能力が高くて、職業観や「や
ってみよう！」因子が低かったので、自分
からいろんなことに挑戦しようと思った。

● もっと目的をもって生活したほうが良い
と感じた。

● 自分の夢や目標をもっと細かく考え、人
生設計をしていきたい。

● 自分の将来に勉強がどのように役立つ
か見つけてみようと思った。

● 後半の設問で目標を尋ねられたことで、
私は高校を卒業したら何をしようと考え
るきっかけになった。

生徒たちの声

「
あ
な
た
ら
し
く
！
」因
子
が

飛
躍
的
に
伸
び
た
生
徒
た
ち

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研＞＞ 刊行物＞＞ キャリアガイダンス（Vol.442）

1年生の6月を基準（0）とし、2回目、3回目の変化を表したもの。
「課題対応能力」と「あなたらしく！」因子が顕著に伸びている。

アンケートデータから見える生徒の変化

「キャリア・幸せ因子」に関するアンケート

●「キャリア・幸せ因子」に関するアンケート

「
や
っ
て
み
よ
う
！
」因
子

「
あ
な
た
ら
し
く
！
」因
子

「
な
ん
と
か
な
る
！
」因
子

「
あ
り
が
と
う
！
」因
子

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力

課
題
対
応
能
力

自
己
理
解
・
自
己
管
理
能
力

人
間
関
係
形
成
・

社
会
形
成
能
力

職
業
観
・
勤
労
観

00

0.050.05

-0.05-0.05

-0.10-0.10

-0.15-0.15

0.100.10

0.150.15

0.200.20

0.250.25

職業観・勤労観
　1）働くことに対して不安や緊張感はなく、社会に出ることを楽しみにしている

人間関係形成・社会形成能力
　2）相手の考えや意見を聴き、理解しようとしている 
　3）自分の考えや気持ちを整理して伝えようとしている
　4）周囲の人と力を合わせて行動しようとしている

自己理解・自己管理能力
　5）指示されたことだけでなく、自分で考えて行動できる
　6）自分の興味や関心、長所や短所などについて自分で分かっている
　7）自分の感情に流されずに、規則を守り、何事も取り組むようにしている

課題対応能力
　8）苦手なことでも、自分の成長のために進んで取り組むようにしている
　9）調べたいことがある時、自ら進んで資料や情報を集めるようにしている
　10）解決する問題や課題があった時、原因を考え、解決方法を工夫している
　11）計画的に物事を進めたり、改善を加えて実行したりしている

キャリアプランニング能力
　12）学ぶことや働くことの意味について理解するようにしている
　13）学校での勉強と自分の将来をつなげて考えるようにしている
　14）自分の将来について目標を立て、その実現のための方法を考えている

「ありがとう！」因子
　15）人の喜ぶ顔を見るのが好きだ　
　16）いろいろなことに感謝するほうだ　

「なんとかなる！」因子
　17）いま抱えている問題はだいたい何とかなると思う 
　18）失敗や嫌なことに対し、あまりくよくよしない 

「あなたらしく！」因子
　19）自分と他人をあまり比べないほうだ　
　20）他人に何と思われようとも、やるべきだと思うことはやるべきだ

「やってみよう！」因子
　21）得意としていることがある　
　22）何か、目的・目標を持ってやっていることがある

2021年3月
2021年9月
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